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Ｊ Ｒ 東 海 労 要 求 趣 旨
ＪＲ東海の平成25年度連結決算は、過去を大幅に上回る増収・増益の決算

となった。このように好調な業績を築いてきたのは社員の努力によることは
言うまでもない。会社は社員の努力に対して、労働条件の向上を行うことで
しっかりと応えるべきである。

今年度の基本協約改訂交渉を行うにあたりＪＲ東海労は、①労使関係に関
わる基本協約・協定の改善 ②一方的休日出勤の解消、年休完全取得、出向
社員の労働条件の改善 ③運輸系統の社員運用の改善 ④60歳定年制見直し
⑤専任社員の雇用・労働条件の改善を柱に、組合員の切実な要求を掲げ、基
本協約・協定の改訂に向けた交渉に臨む決意である。

ＪＲ東海労はこの間、労使関係、労働条件の改善に向けて、組合員の切実
な要求を会社に申し入れてきた。しかし、会社の不誠実な姿勢によって、労
使関係、労働条件は改善されないままとなっている。

特に労使関係では、会社の一方的な基本協約の解釈と主張によって、是正
されることなく掲示物の不当撤去など、不当労働行為が続いている。また一
方的な休日出勤についても解消していないどころか、会社は「ゼロにするこ
とは困難である」と発言し、今年度の新幹線乗務員には３泊もの休日出勤を
強いるとしている。さらに、年休が取得できずに失効する社員も続出してい
る。これらの問題は会社が適正な要員を配置していないことが根本的な原因
である。

会社は高齢者の雇用・労働条件について、「経過措置」の導入や「専任Ⅴ」
なる区分を設けた。これは希望者全員が65歳まで差別なく安心して働ける状
況にはほど遠いものである。また、年齢や体力を全く考慮しない勤務形態の
ため、専任社員として働き続けることを断念する組合員が多く存在する状況
も何ら改善されていない。

この他にも職場には問題が山積している。この間、労働条件、職場環境が
改善されないことにＪＲ東海労組合員のみならず、多くの社員が不満を感じ
ている。ＪＲ東海労は、こうした問題を解決し、将来にわたって安全で安心
して働ける労働条件と職場環境をつくるべきと考える。会社は今こそ真摯に
ＪＲ東海労の意見を聞き、改善をはかるべきである。そのためにＪＲ東海労
の要求項目について誠意ある回答を行うこと。
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2014年度協約・協定改訂第１回団体交渉
本部は８月21日、2014年度協約・協定改訂に向け、第１回団体交渉を開催し

ました。ＪＲ東海労の要求趣旨、会社の交渉に臨む基本姿勢は以下の通りです。

第２回団体交渉は８月25日です。会社が現時点での回答を行う予定です。
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